
『こころの子育てインターねっと関西』第28巻　第４号（2023年７月号）

本会代表（精神科医）　原田　正文

2022年度 ＢＰプログラム実施状況

ウイズ・コロナ時代に、３つのBPプログラムを展開！

　今月号では、親子の絆づくりプログラム（BPプログ
ラム）の前年度までの実施状況について報告します。

BP1プログラムの実施状況
　図１に「親子の絆づくりプログラム”赤ちゃんがきた
!”」(愛称：BP1プログラム)の開始以来の実施状況を
グラフで示します。
　図１を見ますと新型コロナウイルス感染拡大の影
響がはっきりと読み取れます。新型コロナの感染拡大
が始まったのは2020年の１月からでした。そのため、
2020年２・３月のプログラムが中止になった影響で、
2019年度のBP1プログラムの実施数と参加者数は
2018年度より少し減少しました。2020年度は４月か
ら６月まで学校が休校になるなど、第1波～第３波の
感染拡大があり、2018年度に比べてBP1プログラム
の開催数は半減し、参加者数は3分の１にまでに減少
しました。しかし、コロナ禍の中でもBP1プログラムは
実施され続け、2022年度には実施プログラム数591
と、2018年度の72％にまで回復しました。参加者数
は4,727人と2018年度の51％です。参加者数の回復
率が小さいのは、感染予防のために、参加者数の上
限を半数の親子10組として実施してきたためです。

 

BP2プログラムの実施状況
　２人目以降の赤ちゃんと母親が参加する「親子
の絆づくりプログラム”きょうだいが生まれた!”」（愛
称：BP2プログラム）は本会が開発し、2018年秋に
発表したプログラムです。図２にBP2プログラムの
実施状況を示します。発表のすぐ後にコロナ禍が

来襲し、宣伝もできない状態で今日まで来ていま
すが、ファシリテーターのみなさんが意欲的に取り
組んでいただいたおかげで、図２に示しますように、
徐々に全国に広がってきています。
　BP2プログラムは、幼児期の子どもとの関わり方を
テーマにしていますので、参加者の切実さや問題意
識が高く、プログラムでの話し合いの内容が濃いです。
そのあたりのことを、BP2プログラムを実施された
ファシリテーターや主催者のみなさんが実感されて
いることが、徐々に広がっている要因だと思います。

 

冊子『ＢＰ２プログラムの五年間』
　BP2プログラムを発表してから５年が経ちました。
KKIでは、BP2プログラムを実施されたファシリテー
ターや主催者のみなさんが実感されたプログラムの
良さを皆さんにもお伝えしたく、この度『全国の子育
て支援の取り組みとBP2プログラムの五年間』と題
した冊子（A4版、66ページ）を発刊しました。この
冊子には、KKIの会報に掲載した全国19市区町で行
われたBP2プログラムの実践報告と、KKIからの
BP2プログラムに関する記事が掲載されています。こ
の冊子を読んでいただきますと、BP2プログラムのこ
とをより良く理解していただけるものと思っています。

ＢＰ３プログラム発表
　本誌２・３ページでお知らせしましたように、KKI
では新たに、「親子の絆づくりプログラム“幼児とと
もに！”」（BP3プログラム）を制作しました。BP3プ
ログラムは、BP2プログラムときょうだいのようなプ
ロクラムです。今後は、BP1・２・３の３つのプログラ
ムを総合的に広めていきたいと考えています。

図１　ＢＰ１プログラムの開始以来の実施状況の年次推移
（参加母親数、実施プログラム数、実施市区町村数）
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図２　ＢＰ２プログラムの開始以来の実施状況の年次推移
（参加母親数、実施プログラム数、実施市区町村数）
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『こころの子育てインターねっと関西』通巻215号（2023年７月20日）

開　　催　　地 市区町村別 都府県別

都道府県 市区町村 実施プロ
グラム数

実参加
者　数

プログラム
数 参加者数

1 山 形 県

寒 河 江 市 2 13

19 131
長 井 市 1 6
中山町・山辺町 3 19
村 山 市 4 20
山 形 市 9 73

2 茨 城 県 東 海 村 4 28 10 104取 手 市 6 76

3 栃 木 県

足 利 市 7 68

13 108大 田 原 市 4 29
那 珂 川 町 1 5
茂 木 町 1 6

4 群 馬 県 前 橋 市 6 62 6 62
5 埼 玉 県 和 光 市 3 23 3 23

6 千 葉 県

市 川 市 4 40

17 126柏 市 6 40
千葉市中央区 3 16
成 田 市 4 30

7 東 京 都

青 梅 市 3 24

47 461

小 平 市 4 40
狛 江 市 2 17
渋 谷 区 9 90
新 宿 区 8 67
豊 島 区 3 27
中 野 区 15 175
練 馬 区 3 21

8 神奈川県

綾 瀬 市 3 17

21 182
海 老 名 市 3 23
小 田 原 市 7 53
鎌 倉 市 4 34
川崎市高津区 4 55

9 新 潟 県

阿 賀 町 1 7

56 401

小 千 谷 市 4 28
柏 崎 市 2 9
五 泉 市 6 45
新 発 田 市 4 34
上 越 市 4 32
燕 市 2 15
新潟市秋葉区 2 10
新潟市北区 1 7
新潟市江南区 2 16
新潟市西蒲区 4 24
新潟市西区 8 68
新潟市東区 8 57
新潟市南区 5 33
妙 高 市 3 16

10 富 山 県
高 岡 市 4 21

6 32南 砺 市 1 4
立 山 町 1 7

11 石 川 県 津 幡 町 1 6 1 6

12 長 野 県
飯 島 町 3 15

5 32飯 田 市 1 8
松 川 町 1 9

13 福 井 県 坂 井 市 3 19 10 62福 井 市 7 43

14 岐 阜 県

大 垣 市 3 16

21 184

可 児 市 3 24
岐 阜 市 2 14
多 治 見 市 7 83
土 岐 市 1 8
瑞 浪 市 1 10
美濃加茂市 4 29

15 愛 知 県

名古屋市北区 1 5

11 75

名古屋市中村区 1 8
名古屋市昭和区 4 26
名古屋市天白区 1 7
名古屋市東区 1 10
名古屋市瑞穂区 2 13
名古屋市南区 1 6

16 静 岡 県

熱 海 市 2 10

54 420
磐 田 市 16 128
御 前 崎 市 3 19
島 田 市 6 58
浜 松 市 1 5

開　　催　　地 市区町村別 都府県別

都道府県 市区町村 実施プロ
グラム数

実参加
者　数

プログラム
数 参加者数

16 静 岡 県

袋 井 市 11 79

54 420富 士 宮 市 9 77
牧 之 原 市 3 17
焼 津 市 3 27

17 三 重 県 川 越 町 2 8 3 20桑 名 市 1 12

18 滋 賀 県 近江八幡市 11 92 20 180大 津 市 9 88

19 京 都 府

京 田 辺 市 4 30

14 116精 華 町 2 12
長 岡 京 市 6 60
向 日 市 2 14

20 大 阪 府

池 田 市 10 57

108 913

茨 城 市 4 31
大阪市旭区 4 31
大阪市北区 7 70
大阪市住吉区 5 49
大阪市福島区 4 39
大阪市淀川区 3 18
大阪狭山市 4 36
河内長野市 7 52
堺 市 6 37
四 条 畷 市 4 22
高 槻 市 17 153
豊 中 市 3 23
枚 方 市 12 129
松 原 市 11 89
箕 面 市 7 77

21 兵 庫 県
川 西 市 4 34

14 103丹波篠山市 5 30
三 木 市 5 39

22 奈 良 県

生 駒 市 3 32

15 127
香 芝 市 2 16
葛 城 市 1 4
桜 井 市 6 47
奈 良 市 3 28

23 和歌山県
有 田 川 町 4 23

8 47田 辺 市 3 18
和 歌 山 市 1 6

24 島 根 県 倉 吉 市 4 30 4 30
25 鳥 取 県 雲 南 市 3 20 3 20

26 岡 山 県
岡 山 市 1 8

6 36倉 敷 市 2 12
瀬 戸 内 市 3 16

27 広 島 県

北 広 島 町 1 4

47 358

熊 野 町 2 21
坂 町 1 7
庄 原 市 3 18
世 羅 町 2 14
廿 日 市 市 7 66
東 広 島 市 21 170
広島市安佐南区 7 42
広島市西区 2 11
福 山 市 1 5

28 山 口 県 山 口 市 5 60 5 60

29 徳 島 県

阿 南 市 6 42

11 71
海 陽 町 1 4
徳 島 市 2 13
松 茂 町 1 3
吉 野 川 市 1 9

30 香 川 県 高 松 市 4 37 6 48丸 亀 市 2 11
31 長 崎 県 長 崎 市 6 40 6 40

32 熊 本 県

合 志 市 3 22

13 95
和 水 町 1 6
人 吉 市 4 38
八 代 市 1 7
山 鹿 市 4 22

33 大 分 県 大 分 市 1 10 1 10
34 宮 崎 県 宮 崎 市 2 10 2 10

35 鹿児島県 伊 佐 市 3 21 5 34鹿 児 島 市 2 13

35都府県 145市区町村 591プログラム 4,727人参加

◆2022年度　BP1プログラム実施状況（都府県別、市区町村別）
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